
一般社団法人リン循環産業振興機構
2021年度報告書

- 特集 ⻩リンと肥料法改正 -

一般社団法人リン循環産業振興機構

The Phosphorus Industry Development Organization of Japan

Home page  http://www.pido.or.jp/

E-mail  jimu@pido.or.jp

PIDO

一般社団法人リン循環産業振興機構2022年3月発行



執筆者

大竹久夫 一般社団法人リン循環産業振興機構理事長 まえがき、第1章、第2章、第3章、第6章

用山徳美 一般社団法人リン循環産業振興機構事務局長 第5章

橋本光史 一般社団法人リン循環産業振興機構事務局員 第4章

2022年3月末日

表紙写真

ドラム缶に詰められた出荷前の黄リンの写真。中国雲南省昆明市にある中国最大のリン企業

云天化集团有限责任公司で許可を得て撮影 (撮影者大竹久夫 2016年)。



 

i 

 

まえがき 

 

 

2021 年度も、新型コロナウイルス感染拡大防止のため活動の自粛が続き、会員の皆様に

はいろいろとご不便をおかけ致しました。しかしその一方で、2021 年度はわが国で「リン

問題」への関心が一段と高まった一年でもありました。 

まず、中国で黄リンの価格が異常なまでに高騰しました。2020 年までは、中国における

黄リンのスポット価格の最高値は、2019年 7月に記録された約 43万円/トン(日本円換算)で

したが、昨年の 9月にはとうとう 100万円/トンを越えてしまいました。中国での黄リン価

格の高騰は、珍しく朝日新聞や日本経済新聞などでも報じられ、当機構にも商社等から多く

の問い合わせがありました。その多くは、黄リンの国内生産にビジネスチャンスを感じたの

か、「当社で何ができるかを知りたい」との問い合わせでした。 

また、今年 2月には国会の衆議院予算委員会で、農林水産省の「みどりの食料システム戦

略」に関する質疑が行われ、わが国が海外からの輸入に全面的に依存しているリンの供給リ

スクと、下水汚泥や家畜ふん尿に含まれるリンのリサイクルの重要性について言及があり

ました。日本の国会で、リンのリサイクルの重要性が指摘されたのは、恐らくこれが初めて

のことではないかと思います。 

さて、本冊子は一般社団法人リン循環産業振興機構の 2021年度報告書です。今回は、2021

年度に話題となりました「黄リン」、「肥料法改正」や「みどりの食料システム戦略」に焦点

を当てています。各章は、2021年度に行われた講演の原稿や、2020年度及び 2021年度に機

構が実施しました委託調査の報告書などをもとに、事務局メンバーが執筆致しました。 

第 1章は、2021年 1月 19日開催の第 8回機構セミナーで、大竹久夫理事長が講演された

「繰り返されるリン危機－深刻化する実態と求められる根本的対策」の内容をもとにした

解説論文です。大竹理事長は、2021年 12月 16日に一般社団法人表面技術協会めっき部会

12 月例会でも「わが国のリンのサプライチェーン－脆弱性と根本的な強靭化策」という題

目で、同様の内容の講演をしています。 

第 2章は、2021年度に JFEスチール株式会社様より委託を受け、機構が「黄リン製造プ

ロセスの課題分析と新技術開発の可能性」に関する文献調査を行いましたので、その報告書

の内容をもとに JFEスチール株式会社様のご了解を得て執筆した解説論文です。 

第 3章は、2021年 3月 4日に KKRホテル東京で開催されました一般財団法人肥料経済研

究所令和 3 年度講演会で、大竹理事長による講演「今年 7 月施行の欧州新肥料法の戦略的

意味－地球温暖化、持続可能開発、供給危機対策」の内容をもとにした解説論文です。講演
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の機会を賜りました肥料経済研究所の皆様には、この場をお借りしまして御礼を申し上げ

ます。大竹理事長は、2021年 12月 10日に日本肥料アンモニア協会で開催された全国土壌

肥料対策協議会でも「欧州肥料法改正を巡る最新動向－回収リン肥料化の動きと日本の取

組との比較」という題目で同様の講演をしています。 

第 4章は、当機構の橋本光史事務局員による「肥料法改正に伴う関連制度の見直し－とく

に肥料公定規格の改正と原料規格の新設について－」の解説論文です。わが国における肥料

法改正の動きとして、2019 年 12 月 4 日に「肥料取締法の一部を改正する法律」が公布さ

れ、翌年の 2020年 12月 1日に施行されました。本報告書では、法改正後の制度見直しとし

て 2021 年 12 月に新しく制度化された肥料公定規格及び原料規格につきまして、とくにり

ん酸を含有する産業副産物の肥料利用につきましても解説しています。 

第 5章は、用山徳美事務局長による「世界のリン鉱石資源について－主要なリン鉱石生産

国の生産動向－」の解説論文です。本章では、世界のリン鉱石の埋蔵量、主要生産国におけ

る生産動向及び貴重なリン鉱石資源を持続的に利用していくための課題について解説して

います。 

最後の第 6 章は、2020 年度に株式会社クボタ様より委託を受け、機構が「中国における

下水汚泥処理とリン回収の最新情報」に関する文献調査を行いましたので、その報告書の内

容をもとに株式会社クボタ様のご了解を得て作成した解説論文です。 

本冊子が、会員の皆様とリンの持続可能な利用に関する情報を共有する上で役に立ち、リ

ン循環産業の振興に少しでも貢献できれば幸いです。 

 

2022年 3月末日 

 

一般社団法人リン循環産業振興機構事務局 
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